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  ● ご使用の前に、この取扱説明書をお読みください。
  ● 取付けをされる方へのお願い
　全ての作業が完了しましたら、お客様にこの説明書で取扱い方を説明の上、お渡しください。
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警告
注意

●ご使用の前に、この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
●誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を次の表示で区分して説明しています。

●お読みになったあとは、室内ユニットに添付された取扱説明書などとともに、お使いになる方に必
ず本書をお渡しください。
　お使いになる方は、取扱説明書などとともに、いつでも見られる所に保管してください。
　また、お使いになる方が変わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しください。

　誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などに結びつく可能性があるもの。

　誤った取扱いをしたときに、傷害または家屋、家財などの損害に結びつくもの。

据付け状態を確認する。
本機が落下しないよう、堅固な場所に固定さ
れていることをご確認ください。

改造・修理は絶対にしない。
改造したり、修理に不備があると感電、火災
などの原因になります。修理はお買上げの販
売店にご相談ください。

ワイヤレスリモコン受光部の運転ランプ
が点滅して運転しなかったり、不具合が発
生した場合は運転を停止する。
そのままにしておくと火災や故障の原因にな
ります。お買上げの販売店にご連絡ください。

お客様自身で本機を廃棄しない。
本機を廃棄する場合は、販売店にご相談くだ
さい。

異常時は運転を停止する。
異常のまま運転を続けると故障や感電・火災
などの原因になります。異常時（こげ臭いな
ど）は、運転を停止して電源スイッチを切り、
販売店にご相談ください。

アルカリ乾電池を絶対にショートさせない。また、分解、加熱、火中への投入は絶対に 
しない。
強アルカリ液が漏れて目に入ったり、破裂、発熱のおそれがあり、ケガ、火傷や機械故障など
の原因になります。万一、強アルカリ液が皮膚や衣服に付着したときは、きれいな水で洗い流 
し、目に入ったときは、きれいな水で洗った後、直ちに医師の治療を受けてください。

1　安全のために必ず守ること
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本機を落とさない。
ケースが割れたり、操作ができなくなるなど
故障の原因になることがあります。

本機の周りへ危険物を置かない。
可燃性ガスの漏れるおそれのある場所への設
置は行なわないでください。万一ガスが漏れ
て本機の周囲に溜まると発火、爆発の原因に
なることがあります。

本機を水洗いしない。
感電、故障の原因になることがあります。

濡れた手でボタンを操作しない。
感電、故障の原因になることがあります。

本機を分解しない。
内部の基板に触れますと危険なうえ、火災、
故障の原因になることがあります。

特殊環境では使用しない。
油（機械油を含む）、蒸気、硫化ガスなどの
多い場所で使用しますと性能を著しく低下さ
せたり、部品が破損したりする場合がありま
す。

殺虫剤・可燃性スプレーなどを吹きつけ 
ない。
可燃性スプレーなどを本機の近くに置いた
り、本機に直接吹きかけないでください。
発火、爆発の原因になることがあります。

本機をベンジンやシンナー、化学雑巾な 
どでふかない。
変色、故障の原因になることがあります。
汚れがひどい時は、水でうすめた中性洗剤を
布につけ、よく絞った状態でふき取り、乾い
た布でふきあげてください。

ボタンを先のとがったもので押さない。
破損、故障の原因になることがあります。

使用温度範囲を守る。
使用温度範囲を守ってください。使用温度範
囲から外れたところで使用しますと重大な故
障の原因になることがあります。
使用温度範囲は取扱説明書の仕様表をご確認
ください。

特殊用途には使用しない。
この製品は、三菱電機パッケージエアコン用
です。他の空調機管理など別の用途には使用
しないでください。
誤動作の原因になることがあります。

乾電池の使い方を誤ると、液漏れ、破裂、
発熱のおそれがあり、機器の故障やケガ 
などの原因になることがありますので、 
下記のことを必ず守る。
⑴ 充電しない。
⑵（＋）（－）を正しく入れる。
⑶ 新しい乾電池と古い乾電池、他の種類の
乾電池を混ぜて使用しない。

⑷ 使い切った乾電池はすぐに器具から取り
外す。

箱の中には、この説明書の他に次の部品が入っていますのでご確認ください。
　1. 単4形アルカリ乾電池  …………… 2 本
　2. リモコンホルダー ………………… 1 個
　3. 木ネジ 4.1×16 …………………… 2 本
　4. 据付工事説明書 …………………… 1 枚
　5. ワイヤレスリモコン操作部 ……… 1 個

2　部 品 確 認
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◆ワイヤレスリモコン操作部
 ※ 下の表示例は説明のため全ての表示が点灯の状態を示したもので実際とは異なります。
 　 リモコン停止中は、液晶は表示されません。

3　各部の名称

AMPM

C゚

に切
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スイング
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ドライ
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送風
燃焼
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試運転
機種
設定

風速

風向

送信表示
タイマー表示

運転/停止ボタン

設定温度ボタン
　 下げる　  上げる

送　信　部 表　示　部

切タイマーボタン

風速ボタン
（風速切換）

風向ボタン
（上下風向切換）

運転切換ボタン
（運転モード切換）

時計ボタン
（時刻合わせ）

ルーバーボタン
（左右風向切換）

分ボタン
時ボタン

リセットボタン

試運転ボタン

点検ボタン

入タイマーボタン

フタを下ろした状態

操　作　部

運転切換

点検

試運転

設定リセット 時計
電池

温度

風向

風速

ルーバー

切タイマー

入タイマー

時

分
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運 転 暖房準備 冷 房
運 転
停 止

暖 房
運 転
停 止

応急運転ボタン
リモコンが使えなくなったとき、ワイヤレスリモコン
受光部の冷房または暖房ボタンを使って応急運転して
ください。
1回押すごとに運転（冷房または暖房）←→停止に切換
わります。
冷房専用機種の場合、暖房ボタンを押すと送風運転と
なります。

運転ランプ
（運転時：点灯、停止時：消灯）

（　　　　　　　　　　　　）
暖房準備ランプ

暖房運転開始時　　　　  
　  および霜取り中：点灯
上記以外　　　　  ：消灯

運転内容は次のようになります。

◆ワイヤレスリモコン受光部

お願い インバーター方式の蛍光灯を付けた部屋では、信号を受けつけない場合があります。
新たに蛍光灯を買われる場合は、販売店に相談してください。

運 転

暖 房 冷 房

応急運転ボタン
リモコンが使えなくなったとき、ワイヤレスリモコン受光部の冷房
または暖房ボタンを使って応急運転してください。
1回押すごとに運転（冷房または暖房）←→停止に切換わります。
冷房専用機種の場合、暖房ボタンを押すと送風運転となります。

運転ランプ（運転時：点灯、停止時：消灯）

運転内容は次のようになります。

◆受光部アダプター

お願い インバーター方式の蛍光灯を付けた部屋では、信号を受けつけない場合があります。
新たに蛍光灯を買われる場合は、販売店に相談してください。

運転内容 冷　房 暖　房 備　考
設定温度 24℃ 24℃
風　　速 強　風 強　風
ルーバー 停　止 停　止
風　　向 水　平 下吹き スイング解除

運転内容 冷　房 暖　房
設定温度 24℃ 24℃
風　　速 強　風 強　風
ルーバー 停　止 停　止
風　　向 水　平 下吹き
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4-2.  現在時刻を合わせる
1. 入/切 ボタン①を押す。
  ●リモコンに表示がでます。
2. ●（時計）ボタン②を押す。
  ●現在時刻が点滅します。
3. 時 分 ボタン③を押し、現在時刻を合わせる。
    （電池を入れて最初に現在時刻を合わせる時はここから操
作してください。）

4. ●（時計）ボタン②を押す。
  ●現在時刻が点灯します。
     （現在時刻合わせの設定完了です。）
  ●設定中に現在時刻が点滅から点灯に変わった時には手順
      2 からやり直してください。

4　運転を始める前に
4-1.  リモコンに乾電池を入れる

◆乾電池について
  ●信号が届かないとき、また液晶表示が薄くなったときは乾電池が消耗していますので新しいアル
カリ乾電池（単 4乾電池・2本）と交換してください。

  ●充電式乾電池（Ni-Cd）は使用しないでください。
  ●アルカリ乾電池を使用した場合の寿命は約 1年です。
  ●長期間使用しない場合、乾電池は取り出しておいてください。

アルカリ単4乾電池2個
最初に（－）をセットする。
（＋）（－）を正しく!

リセットボタンを先の細
いもので押す。

上ブタ

1.上ブタを引き抜き、アルカリ単4乾電池2個を
   入れて上ブタを取付ける。

  ●リセットボタンを押すと 3秒間液晶が全灯します。
  ●乾電池を交換したら、必ずリセットボタンを押してください。

2. リセットボタンを押す。
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5-1.  運転の始めかた

 ※自動に設定した場合、設定温度より室温が高いときは冷
房運転を、室温が低いときは暖房運転を開始します。

 ※冷房専用機種の場合は、自動と暖房の表示はされません。
設定もできません。

1. 入/切 ボタン①を押す。
  ●表示が点灯します。
2. 運転切換 ボタン②を押す。
  ●1 回押すごとに設定が切換わります。

5-2.  設定温度の変えかた
 温度を下げたいとき… ボタン③を押す。
 温度を上げたいとき… ボタン③を押す。
  ●1 回押すごとに設定温度を 1℃変えられます。
  ●温度設定範囲は次の通りです。

5　操 作 方 法
 ●送信されるたびに送信マーク“ ”が表示されます。
 ●ワイヤレスリモコン受光部が受信しますと受信確認音がします。受信確認音がしない場合は、再
   度送信してください。

冷房 ドライ 自動 送風 暖房
※ ※

冷房･ドライ運転
19～ 30℃

暖房運転 自動運転 送　　風
19～ 28℃ 設定できません17～ 28℃
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5-3.  風速の変えかた
　 風速 ボタン④を押す。
  ●1 回押すごとに設定が切換わります。

◆お知らせ
 このようなときは、液晶表示とユニットの風速が異なります。
 ●“暖房準備中”・“霜取中”表示のとき
 ●　暖房運転直後（モード切換待機中）
 ●　暖房モードで設定温度より室温が高いとき
 ●　ドライモードのとき

風　　速

4速機種設定時

3速機種設定時

リモコン表示

風速 風速
(静粛)

風速
(弱)

風速
(中) (強)

風速 風速
(弱)

風速
(中) (強)

2速機種設定時 風速 風速
(弱) (強)

1速機種設定時 風速表示はありません
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5-4.  風向の変えかた
＜上下風向の変えかた＞
　 風向 ボタン⑤を押す。
 ● 1 回押すごとに設定が切換わります。

 ※上下風向機能を持たない機種に設
定されている場合“この機能はあ
りません”表示が 2回点滅します。

◆お知らせ
 このようなときは、液晶表示とユニットの上下風向が異なります。
  ●“暖房準備中”・“霜取中”表示のとき
  ●　暖房運転直後（モード切換待機中）
  ●　暖房モードで設定温度より室温が高いとき

〔スイングあり機種設定時〕
スイング

スイング

＜左右風向（ルーバー）の変えかた＞
　 ルーバー ボタン⑥を押す。
  ● 1 回押すごとにスイング←→固定が切換わります。

 ※左右風向機能を持たない機種に設
定されている場合“この機能はあ
りません”表示が 2回点滅します。

〔ルーバーあり機種設定時〕

風向 風向

〔スイングなし機種設定時〕

表示が交互に点灯し、風向が
左右にスイングします。
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C゚

PM

暖房

風速

風向

①

⑤
④

③

②

運転切換

点検

試運転

設定リセット 時計
電池

温度

風向

風速

ルーバー

切タイマー

入タイマー

時

分

5-5.  タイマー運転のしかた

＜切タイマー運転を行なうとき＞
1. 入/切 ボタン①を押す。
  ●リモコンに表示がでます。
2. 切タイマー ボタン⑤を押す。
  ● 現在時刻が消灯し、切り時刻と が点灯します。
  ●“に切”表示が点滅します。
3. 時 分 ボタン③を押し、切り時刻を合わせる。
  ● 切タイマー時刻設定後“に切”表示は 10秒間点滅して点灯に変わり、切タイマー設定が完了し
ます。

■設定中に“に切”表示が点滅から点灯に変わった時には 切タイマー ボタン⑤を押した後、手順 2から
やり直してください。

＜入タイマー運転を行なうとき＞
1. 入/切 ボタン①を押す。
  ● リモコンに表示がでます。
2. 入タイマー ボタン④を押す。
  ● 現在時刻が消灯し、入り時刻と が点灯します。
  ● “に入”表示が点滅します。
3. 時 分 ボタン③を押し、入り時刻を合わせる。
  ● 入タイマー時刻設定後“に入”表示は 10秒間点滅して点灯に変わり、入タイマー設定が完了し
ます。

  ● エアコンの運転は自動的に停止し、 入り時刻 まで待ちます。
■設定中に“に入”表示が点滅から点灯に変わった時には 入タイマー ボタン④を押した後、手順 2から
   やり直してください。

  ● タイマー運転の設定は、リモコンの送信部を室内ユニ 
ットの受光部に向けて操作ボタンを押した時、室内ユ
ニットから“ピッ”と音のすることを確認しながら行
なってください。

◆タイマー運転には次の 3つの方法があります。
  ●  入タイマー運転 運転の開始のみをタイマーで行なう。
  ●　　　　　     運転の停止のみをタイマーで行なう。
  ●  入　切タイマー運転→← 運転・停止の両方をタイマーで行なう。

◆タイマー時刻設定は、10分単位です。

◆タイマー運転の設定は、24時間以内に入・切
各 1回以内です。

AM

C゚

に切
PM

に入

↓

暖房

風向

風速

タイマー運転中

切り時刻

入り時刻
（点滅中は時刻設定・変更受付中）

タイマー運転順位
↓ 切➡入
↑ 入➡切

（点滅中は時刻設定・変更受付中）

切タイマー運転
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＜タイマー運転を解除するとき＞
■入タイマー運転を解除するとき
　 入タイマー ボタン④を押す。
  ● 入り時刻が消灯し、入タイマーは解除されます。
■切タイマー運転を解除するとき
　 切タイマー ボタン⑤を押す。
  ● 切り時刻が消灯し、切タイマーは解除されます。
■入→←切タイマー運転を解除するとき
 入タイマー ボタン④と 切タイマー ボタン⑤を押す
  ● 入り時刻と切り時刻が消灯し、タイマーは解除されます。
■タイマー運転を解除し、エアコンを停止するとき
 入/切 ボタン①を押す
  ● エアコンは停止します。同時に、設定されていたタイマー運転も解除されます。　

＜入→←切タイマー運転を行なうとき＞
　入タイマー・切タイマー両方の設定をする。
  ● ↑↓表示は↑または↓どちらかが表示され、
 　↑は、停止 ➡ 運転（入り時刻）  ➡ 停止（切り時刻）
 　↓は、運転 ➡ 停止（切り時刻）➡ 運転（入り時刻）を表します。

◆お知らせ
 タイマー運転が終了してエアコンが運転または停止すると、次の運転は自動的に連続運転となりま
す。

PM

に切
AM

に入

↓

AM

に切
PM

に入

↑

例1）現在時刻、午後8：00の場合
　　 午後11：00に停止し、翌日の
　　 午前6：00に運転を始める。

午後8：00

午後11：00

午前6：00

現在

運転

停止

運転

例2）現在時刻、午前11：00の場合
　　 午後5：00に運転始め、翌日の
　　 午前9：00に停止する。

午前11：00

午後5：00

午前9：00

現在

停止

運転

停止
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静岡製作所　〒422-8528 静岡市駿河区小鹿3-18-1　☎(054)285-1111(大代表)

＜集中管理中にワイヤレスリモコンを操作した場合＞
 ワイヤレスリモコン受光部はつぎのような動きをします。

 　受信確認音　　ピッピッ

　　運転ランプ　　運転中：0.5 秒間隔で 3回消灯
　　　　　　　　　停止中：0.5 秒間隔で 3回点灯

＜他リモコン等で手元操作禁止の場合＞
 集中管理で手元操作禁止をされているときは、運転／停止、運転切換、温度設定をワイヤレスリモ
コンで操作することはできません。

＜ワイヤレスリモコン受光部の運転ランプが点滅している場合＞
　空調機に異常が生じたことを示します。このような場合は空調機の電源を切り、お買上げの販売店
にご連絡ください。なお、ご自分での修理は絶対にしないでください。

6　集中管理されているとき

7　異常が生じたとき

8　仕　様
項　　　目 内　　　　　容

電　　　　　　源

使 用 環 境 条 件

質　　　　　　量

外 形 寸 法（㎜）

据　 付　 方　 法

時　 刻　 表　 示

タイマー設定単位

表　 示　 方　 式

時　 計　 精　 度

DC-3V（単 4形アルカリ乾電池 2本使用）

温度 0～ 40℃、湿度 30～ 90％ RH（結露なきこと）

0.09kg（乾電池を除く）

H159.3×W58×D19

リモコンホルダー壁面据付け

12時間時刻表示（現在時刻、切タイマー時刻、入タイマー時刻）

10分単位

液晶デジタル表示

±0.864 秒／日（25℃）


	表紙
	1. 安全のために必ず守ること
	2. 部品確認
	3. 各部の名称
	4. 運転を始める前に
	5. 操作方法
	6. 集中管理されているとき
	7. 異常が生じたとき
	8. 仕様


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


